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【本号のトピックス】

日本老年歯科医学会の更なる社会貢献へ

今後，日本における歯科治療の需要はう蝕，歯周病
および歯の欠損や欠如などへの対応から，口腔機能低
下への対応へとシフトしていくことは間違いありませ
ん。しかし，我々は地域差のあることも念頭に置いて
おかなければなりません。都市型では口腔衛生管理は
きちんとしていますが，老化により口腔機能が低下し
てくるタイプの患者が増加し，非都市型では口腔衛生
管理が滞っている状態で，そこに老化による口腔機能
低下が加わる形になります。このような状況の中での
本学会の役目は重大です。老化により咀嚼機能，嚥下
機能，発音機能，唾液分泌機能などが，複合的に低下
します。それを病気とする場合にはカットオフ値が必
要になってきます。本学会としてこの値を早急に設定
し，世間に提示しなければなりません。
また，認知症患者への歯科としての対応に関しても，
本学会が診療ガイドライン等を出す義務があります。
現在のところ「認知症患者の歯科的対応および歯科治
療 のあり方―学会の立場表明 2015―」を学会として
提示しています（学会 Web ページおよび老年歯科医
学第30巻 1号）。またガイドライン委員会が，本学会
会員および日本歯科医師会会員から 600 を超える認
知症患者への歯科診療に関するクリニカルクエスチョ

ンを集めて，分析をしております。これもなるべく早
く結果を出していきたいと考えております。
他の学会も超高齢社会への対応と健康寿命の延伸に

関して着目しています。これらのことについてのデー
タ収集およびそれの世間への広報に関しては，本学会
がリーダーシップを執っていかなければなりません。
本学会では，昨年の11月までの会員数は3,141名，

うち歯科医師 2,501 名，歯科衛生士 423 名です。会
員をさらに増加し，学会から様々な情報を提供し，逆
に臨床現場からの情報を学会に吸い上げ，今後もさら
に将来を見据えて，医療関係者だけではなく，社会に
貢献する活動を行っていきたいと考えております。

10 月 19 日から 22 日にかけて，IAGG Asia / 
Oceania Congressがタイのチェンマイにて開催され
ました。この時期のタイの気候は穏やかで，暑さもほ
どほどといったところでしたが，学会会場では熱気あ
ふれる議論が行われていました。全体の参加者数は
1,115名で，その中でも日本からは256名と最多の参

加人数でした。
本年のテーマは“Healthy Aging Beyond Frontiers”

であり，未来に向けた発表が数多く行われておりまし
た。研究内容としては基礎研究や疫学研究の他にも，
高齢者の健康を地域で支えるための政策，計画と実践
といった内容も多く見受けられました。また，広く取
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たくさんの情報を盛り込みました。詳細は学会HPでもご確認くだ

さい。

　国が推し進めている保健・医療・介護の連携を基軸にした地域

包括ケアシステムの目的は、健康寿命の延伸です。健康を守る秘

訣は、幾つになっても自分の口で美味しく食べ続けることです。訪

問栄養士として、その健康を守る歯科と栄養の質の高い連携を、

これからも目指していきたいと思います。

（奥村圭子）

発行人　櫻井　薫

編　集　日本老年歯科医学会広報・研修委員会

事務局　〒170-0003　東京都豊島区駒込1-43-9

　　　　駒込TSビル　（一財）口腔保健協会内

電　話　03-3947-8891　FAX　03-3947-8341

第27回学術大会演題締切迫る
―平成28年2月8日（月）正午まで―

　
　第 27 回学術大会の演題登録締切日が近付いておりま
すので，お急ぎください。
　詳細は大会ホームページでご確認をお願いします。

 優秀ポスター賞へのエントリーのご案内
―選考方法が新しくなりました―

　会員の皆様の一層の励みとなり，老年歯科医学の知識
および普及の推進を期待し，本賞は平成２８年度学術大
会より選考方法を新しく致します。
　今後は，下記の 3 部門を設け，一般ポスターの演題登
録と同時に該当部門へエントリーして頂きます。詳細は，
学術大会ホームページでご確認ください。
(1）「歯科衛生士部門」　（2）「地域歯科医療部門」
（3）「一般部門」
　受賞者には表彰状と副賞（5 万円）を授与し，１次審
査通過者へも表彰状を授与致します。
　積極的にチャレンジしていただき，ご自身の研究や臨床
活動の目標のひとつとして励みにしていただけることを期
待しております。

次回学術大会時も開催します！
第3回歯科衛生士関連委員会主催セミナー

歯科衛生研究の進め方PART2「講義編」「演習編」
日　時：平成 28年 6月19日（日）
場　所：アスティとくしま
事前参加申込制
＊セミナーの詳細および申込方法等については，順次，
学会ホームページに掲載致します。

2015年度優秀奨励論文賞（ライオンアワード）
候補者の募集について

応募期限：2016年 2月29日（月・消印有効）
１．受賞資格 
①2015 年1月～ 2015 年12月に本会機関誌「老年歯
科医学」「Gerodontology」に掲載された原著論文の
筆頭著者であること。
②当該論文掲載時において満 50 歳未満であって，
2016 年 3 月 31日において，3 年以上継続して本会会
員である者。

２．応募方法：自薦・他薦を問いません。他薦の場合，
推薦者は本会会員に限ります。

３．申請方法：学会ホームページで確認してください。

老年歯科医学テキストブックの決定版！
『老年歯科医学』が発刊されました

詳細は医歯薬出版株式会社ホームページ
（http://www.ishiyaku.co.jp/search/details.
aspx?bookcode=457890）にアクセスをお願
いいたします。

櫻井　薫

一般社団法人日本老年歯科医学会理事長

高城　大輔

昭和大学歯学部スペシャルニーズ口腔医学講座口腔衛生学部門

学 会 だ よ り学 会 だ よ り

The 10th International Association of Gerontology and Geriatrics (IAGG) Asia / 
Oceania Congress of Gerontology and Geriatrics 2015 参加報告

岩手支部主催セミナー報告
玉田泰嗣

　岩手支部では，12月3日（木）岩手医科大学にて，「摂
食嚥下セミナー2015」を開催しました。千葉俊美先生（岩
手医科大学：医師），野原幹司先生（大阪大学），戸原　
玄先生（東京医科歯科大学）の 3 名を講師として招聘し，
セミナーに参加した歯科医師，医師，臨床研修歯科医師，
歯科衛生士，管理栄養士，薬剤師等，合計 46 名に対して
ご講義いただきました。千葉先生からは，日常の臨床で

関わりの少ない食道期の摂食嚥下障害について，野原先
生，戸原先生からはそれぞれ認知症患者および訪問歯科
診療時における摂食嚥下リハビリテーションについて御
講演いただきました。セミナーの後半は，座長や参加者
からの質問に対して，シンポジウム形式で演者が回答し
ました。講演後のアンケートでは，有意義だったと回答
した人が 9 割を超え，多くの方から高い評価をいただき
ました。一方で，初歩的な内容から摂食嚥下について学
びたい等の意見もあり，今後のセミナーの在り方につい
ても検討していく予定です。

渡辺郁馬および工藤逸郎両監事を囲んで


